
1 

 

令和５年度 第４回我孫子市平和事業推進市民会議 会議概要 

 

 

１．日 時 令和５年１１月１０日（金）午後６時３０分～ 

 

２．場 所 我孫子南近隣センター８階・第２会議室 

 

３．出席者 （委員） 桑原会長、高須副会長、赤羽根委員、石井委員、石坂委員、北嶋委員、 

見城委員、早坂委員、的山委員、矢作委員、山田委員、山元委員 

（事務局） 企画政策課：高見澤課長、大山課長補佐、仲田係長、稲垣主任、 

葛生主任主事 

 

４．傍聴者 なし 

 

５．議事 

１ 平和の集いについて 

（１）実施概要 

事務局より、日程、集合時間、集合場所について資料に沿って説明した。 

（２）役割分担・当日スケジュール 

当日の役割について以下の通り決定した。 

・司会２名→赤羽根委員、松丸委員（体調不良時等の代役は高須副会長） 

・派遣中学生対応→石井委員、高須副会長 

・受付係→石坂委員、北嶋委員、見城委員、山田委員、的山委員 

・撮影係→早坂委員、山元委員 

・舞台係→矢作委員 

・照明室係→根本委員、早乙女委員 

・花束贈呈→石坂委員 

当日スケジュールについては資料に沿って説明した。 

（３）平和の集い展 

事務局より、資料に沿って概要を説明した。また、設営について協力を依頼した。 

前回、委員から要望のあった、市民会議の紹介についても展示することを伝えた。 

    ・展示物    

ギャラリー１ 
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    ・中学生派遣事業の紹介 

・リレー講座紹介事業 

・平和事業推進市民会議の紹介 

ギャラリー２ 

   ・子どもたちによる“平和なまち”絵画コンテストの展示（平和首長会議よりデータ提供） 

・とうろう展示 

アビシルベ 

・長崎原爆パネルの展示（長崎原爆資料館から借用） 

 

 ３ 次年度事業について 

  事務局より、次年度以降の事業について委員にアンケート調査を実施することを伝えた。 

  アンケート内容 

  ・事業のターゲット層について 

  ・平和の集いの事業案について 

  ・平和祈念式典の組み合わせ事業について 

  ・戦後８０周年（令和７年度）記念事業について 

  ・その他、新規事業や事業の拡大・縮小について 

  

―委員からの意見― 

 ・平和・戦争に関連した講演を聴講するのも良いと思う。 

  ・イベントに参加する若い人が少ない現状を見て、本気で若い人を取り入れるなら、もっと対

策を講じる必要があると感じた。 

  ・事業によっては、悲惨なものを避け、ソフトなものを出していくことも必要だが、本質が伝

わらないといった難しさもある。 

  ・これから生きていく若い人たちにいろんなことを考えたりしてもらえると良いと思う。 

  ・平和とは簡単に言えない時代になってきた感じがあり、自分の気持ちの修正も必要。会議と

してどういうふうに見せていくのかということを考えなくてはならない時期なのかと感じて

いる。 

  ・事業のターゲットをどこにするかで、やるべきことが変わってくる。どこに舵を切っていく

べきか、委員の方々がどの方向を向いているのかを確認したいと思う。 

 

事務局より、次年度事業に関し、前回の会議の中で報告した、手賀沼とうろう流しの代替案と 

してじゃぶじゃぶ池でとうろうを流すテストについて、日程やスケジュール等を説明した。 
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 ４ その他 

（１） 第５回会議日程について 

 次回会議については、２月の開催を予定していることを報告した。 

 

 

 

 

 

 

 

以上 


